
四年生 「2けたでわる計算」単元指導計画 全16時間

時

ねらい

評価規準

問題

課題

1

・問題を読んで、意味を理解

･式を考えさせる。 る。

課題

考え

づくり

交流

まとめ

評価は、友達の考えから分か

評価カードに評価を書く。 ったことを文で書かせる。

ねらい

評価規準

問題

課題

2

･前時の学習を振り返る。

･問題を把握する。 しておく。

・前時と本時の内容の違い

して計算すればよいことに えることに気づかせる。

・ヒントカードの必要な子に

カードを与える。

･確かめ算のやり方を提示

して、本時の数字をあては

めさせる。

る。

･自己評価をする。 をする。

ねらい

評価規準

問題

課題

3

･第１時の問題との違いを 思い出させる。

なるかヒントカードを元に考

握しておく。

・前時の学習を振り返る。
・問題を把握する。
・１７０÷５0の計算の仕方
を考える。
・前時と本時の内容の違
いを考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式で答えを
出す。
・答えが出た子は、答えの
確めをする。

・全体交流でそれぞれの
考え方を発表する。
・商が3（個）であまりが
20(円)になる理由を説明
する。
・どの考え方が「はかせど
ん」か考える。
・鉛筆問題２をやる。
・自己評価をする。

・前時の学習の足跡を
掲示しておく。
・本時は、割られる数が
三桁になり、あまりがあ
ることをおさえる。

・確かめ算のやり方を確
認する。

･問題を把握する。
･第１時の問題との違いを
見つけ、発表する。
・６３÷２１の計算の仕方を
考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式のなかで
使えないものもあることを
考える。
・全体交流でそれぞれの
考え方を発表して答えを
出す。
・「はかせどん」の筆算の
仕方を考える。
･２１を２０と見て６３÷２０
で商を３と立てる。
・６３÷２１＝３　答え３
・全体交流で筆算の仕方
を確認する。
･鉛筆問題１をやる

・６０÷２０の計算の仕
方を思い出させる。

・筆算ではどのような計
算になるのかヒントカー
ドを元に考えさせる。
・２１は２０と３０のどちら
に近いか考えさせる。
・早くできた子同士、交
流させる。

・個別指導の必要な子
を把握しておく。

主な学習活動

・前時の学習の足跡を
掲示しておく。
・本時は、割られる数が
三桁になり、あまりがあ
ることに気付かせる。

・確かめ算のやり方を確
認する。

６３÷２１の計算の仕方を考えよう。

２位数÷２位数の除法の計算が筆算で正しくできる。

６３枚の折り紙を一人に２１枚ずつ分けます。何人に分けられるでしょう。

・６３÷２１＝３　答え３

・自己評価する。

確認する。

渡す。

ができない子にヒントカード

･全体交流で６０÷２０＝４

・問題を読んで意味を理解
する。
・60÷20の計算の仕方を
考える。
・既習の方法で説明に使
えるものは無いか考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式で答えを
出す。

・全体交流でそれぞれの
考え方を発表する。
・どの考え方が「はかせど
ん」か考える。
・練習問題を行う。
・自己評価をする。

･数直線を使って問題の内容

を書き表す方法を知らせる

・問題の意味を理解しやすい

･答えが出ても考えの説明

練習問題を行う。

指導･援助の工夫 指導･援助の工夫

・６３÷２１の計算の仕方を

考える。

･問題を把握する。

・数玉をかいて答えを出す。

･鉛筆問題１をやる

・筆算の仕方を考える。

見つけ、発表する。

･式を考える。

・６０÷２０の計算の仕
方を思い出させる。

・筆算ではどのような計
算になるのかヒントカー
ドを元に考えさせる。
・２１は２０と３０のどちら
に近いか考えさせる。
・早くできた子同士、交
流させる。
・フラッシュカードを使っ
て確認する。
・個別指導の必要な子
を把握しておく。

・全体交流で筆算の仕方を

･問題を把握する。
･第１時の問題との違いを
見つけ、発表する。
・６３÷２１の計算の仕方を
考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式のなかで
使えないものもあることを
考える。
・全体交流でそれぞれの
考え方を発表して答えを
出す。
・「はかせどん」の筆算の
仕方を考える。
･２１を２０と見て６３÷２０
で商を３と立てる。
・６３÷２１＝３　答え３
・全体交流で筆算の仕方
を確認する。
･鉛筆問題１をやる

・本時は、あまりがあること

指導･援助の工夫

２位数÷２位数の除法の計算について、除数をおよその数で見て、商の見当をつけ、商を立てて筆算で計算することができる。

・あまりの２は、どんな数が

気づく。

あまり２０であることを確認す

・鉛筆問題２をやる。

２こあることなのか考える。

主な学習活動

・前時の学習を振り返る。
・問題を把握する。
・１７０÷５0の計算の仕方
を考える。
・前時と本時の内容の違
いを考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式で答えを
出す。
・答えが出た子は、答えの
確めをする。

・全体交流でそれぞれの
考え方を発表する。
・商が3（個）であまりが
20(円)になる理由を説明
する。
・どの考え方が「はかせど
ん」か考える。
・鉛筆問題２をやる。
・自己評価をする。

めをする。

・１７０÷５０は、１０をもとに

･数玉を使って、十の位と

１の位を分けて考えさせる。

・ノートをチェックし、個別指導

６０÷２０の計算の仕方を

主な学習活動

指導・援助の工夫

１０をもとにしてわり算を考える場合、あまりも１０のいくつ分で考えて計算できる。

１７０÷５０の計算のしかたを考えよう。

指導・援助の工夫主な学習活動 指導・援助の工夫

・やり方を復習するため
に、それぞれの方法を書
く。

・評価は友達の考えから
分ったことを文で書かせる

考える・

１７０÷５０の計算のしかたを考えよう。

･６０÷２０の計算の仕方を

･なぜ６０÷２０の商が４にな

であることを確認する。

･数直線を書く。

･○図を使って答えを出す。

・問題の意味を理解しやす
いように、折り紙の絵を提
示する。

・やり方を復習するため
に、それぞれの方法を書
く。

・評価は友達の考えから
分ったことを文で書かせる

グリーンコース ブルーコース オレンジコース

何百何十÷何十や何十÷何十の除法の計算について１０のいくつ分で考えることで、既習の除法を用いて考えることができる。

主な学習活動

１０を単位としてみて、何十、何百何十÷何十の計算の仕方を既習の除法を用いて考える。

指導･援助の工夫

６０÷２０の計算の仕方を考えよう。

６０まいの折り紙を一人に２０まいずつ分けます。何人に分けられるでしょう。

主な学習活動 指導・援助の工夫指導援助の工夫 主な学習活動

する。

るのか説明する。

全体交流で、１７０÷５０＝３

何百何十÷何十のあまりのある計算についてあまりも１０のいくつ分で考えることで、あまりを正しく求めることができる。

に気付かせる。

主な学習活動主な学習活動

･答えが出た子は、答えの確

を考えよう。話し合う。

・問題を読んで意味を理解
する。
・60÷20の計算の仕方を
考える。
・既習の方法で説明に使
えるものは無いか考える。
・○図、テープ図、引き算、
筆算、１０をかたまりとした
見方、言葉の式で答えを
出す。

・全体交流でそれぞれの
考え方を発表する。
・どの考え方が「はかせど
ん」か考える。
・練習問題を行う。
・自己評価をする。

ように、折り紙の絵を提示す

前時の学習の足跡を掲示

早くできた子同士、交流さ

１７０も５０も１０を元にして考

･筆算ではどのような計算に

えさせる。

２１は２０と３０のどちらに近

せる。

･個別指導の必要な子を把

いか考えさせる。

･２１を２０と見て６３÷２０で

商を３と立てる。



ねらい

評価規準

問題

課題　

4

大きくなっているが、割る数
は同じであることに気づく。

を確認する。

っていることを確認する。
･鉛筆問題２をやる

･自己評価をする。

ねらい

評価規準 仮商が大きすぎた場合は、商を１つずつ小さくした修正を行い、商を見つける筆算ができる。
問題

課題

5

･振り返り

問題

･評価問題をやる

･自己評価をする。

ねらい
評価規準

問題

課題

6

に近いことに気づかせる。

２７×２＝５４。８５－５４＝
３１．ここで、あまりが多き

算が書けるようにマス目を
準備しておく。

が１５の時は、いくつに見当
つけるとよいかのみ話し合う。

ねらい

評価規準

問題

課題

7

･分からない子には、やり方を掲示しておく。
を教えてあげる。
・答え合わせをする。 ･個別指導をする。
･問題作りに取り組む。
･計算ドリルに取り組む。
･自己評価をする。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･練習プリントに取り組
ませる。
・計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

既習事項を使って問題を解決していくことができる。

･練習問題に取り組む。

学習してきたことを使って答えを求めよう。

仮商が小さすぎた時は、商を１つずつ大きくした修正を行い、商を見つける筆算ができる。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

主な学習活動 指導･援助の工夫
・これまでの学習の足跡

８７÷２１の筆算の仕方を考えましょう。

2位数÷2位数の除法の計算で、あまりのある計算を筆算で計算することができる。

2位数÷2位数のあまりのある計算が筆算で正しくすることができる。

Ｐ１７の練習問題をやりましょう。

・まとめをする。

とよいことに気づく

主な学習活動主な学習活動主な学習活動 指導・援助の工夫指導・援助の工夫

・２７をいくつと見て見当を
つけるか話し合う。

・自己評価をする。
･。鉛筆問題５をやる

どうするとよいか考える。
･商に３を立てて計算する。
・８５÷２７＝３あまり４
・りんご問題９４÷１５にも

・２７を３０と見て商を立てて
８５÷２７の計算を行う。　

･見当をつけた商が大きすぎ

・前時の学習を振り返る。
･問題を把握する。
・34を30と見て商を立て
る。
･9５÷34の商を3として、
計算する。
･9５÷34の商を3として計
算すると３４×３＝１０２と
なり、３では大きすぎるの
で、商を２として計算する。
・95÷34＝2あまり27
･見当をつけた商が大きす
ぎたときは、商を小さくして
いくとよいことに気づく。
･全体交流で確認する。
・りんご問題をやる。
･評価問題をやる
･自己評価をする。

よいことを思い出す。

･9５÷34の商を3として計算
すると３４×３＝１０２となり、
３では大きすぎるので、商を
２として計算する。

・前時の学習を振り返る。
･問題を把握する。
・34を30と見て商を立て
る。
･9５÷34の商を3として、
計算する。
･9５÷34の商を3として計
算すると３４×３＝１０２と
なり、３では大きすぎるの
で、商を２として計算する。
・95÷34＝2あまり27
･見当をつけた商が大きす
ぎたときは、商を小さくして
いくとよいことに気づく。
･全体交流で確認する。
・りんご問題をやる。
･評価問題をやる
･自己評価をする。

学習活動

95÷３４の計算の仕方を考えよう。

・四捨五入して、見当をつ
けてから計算を始めるとよ
いことを思い出させる。
・３４を３０とみて商を見当
させる。
･実際に計算して気づいた
ことを話し合わせる。

指導・援助の工夫

・前時の学習を振り返
る。
･問題を把握する。
･前時と比べ、割られる
数が大きくなっている
が、割る数は同じである
ことに気づく。
・８７÷２０とみて、4が立
ちそうなこと商を立て
る。
・８７÷２１＝４あまり３
･２１×４＋３＝８７
･全体交流で、見当をつ
けて商を立てるとやりや
すいことを確認する。
・確かめ算で答えがあっ
ていることを確認する。

学習活動指導・援助の工夫 指導・援助の工夫

・６３÷２１の計算の仕
方を思い出させる。
・前時は割り切れたが、
本時は、わりきれないこ
とに気づかせる。

・四捨五入して、見当をつ
けてから計算を始めるとよ
いことを思い出させる。
・３４を３０とみて商を見当
させる。
･実際に計算して気づいた
ことを話し合わせる。

･実際に計算して気づいた

・３４を３０とみて商を見当
させる。

時間があれば、鉛筆問題

見当をつけて計算すると

・りんご問題を行う。

学習活動

･前時と比べ、割られる数

・８７÷２０とみて商を立てる
・８７÷２１＝４あまり３

･問題を把握する。

･9５÷34の商を3として、計
算する。

・９５÷３４＝２あまり２７

たときは、商を小さくしていく

・前時の学習を振り返
る。
･問題を把握する。
･前時と比べ、割られる
数が大きくなっている
が、割る数は同じである
ことに気づく。
・８７÷２０とみて、4が立
ちそうなこと商を立て
る。
・８７÷２１＝４あまり３
･２１×４＋３＝８７
･全体交流で、見当をつ
けて商を立てるとやりや
すいことを確認する。
・確かめ算で答えがあっ
ていることを確認する。

しておく。

・前時のやり方を思い出す。

･全体交流で確認する。

ことを話し合わせる。

･前時は割り切れたが、本時
は、わりきれないことに気づ
かせる。

指導・援助の工夫
商の見当をつけてから計算する方法を考えよう。

2位数÷2位数の除法の計算について仮商が過大商になる場合、仮商を修正して商を見つける筆算ができる。

主な学習活動

・たしかめ算の仕方を掲示

３もやる。

主な学習活動 指導・援助の工夫

「およその数」でやった四捨
五入を思い出させ、２７は３０

８５÷３０は２がたつので、

商の立て方を考えて筆算で計算しよう。

・34を３０と見て商を立てる。

･全体交流で、見当をつけて
商を立てるとやりやすいこと

・あまりがわる数より小さくな

･問題を把握する。

主な学習活動

・６３÷２１の計算の仕
方を思い出させる。
・前時は割り切れたが、
本時は、わりきれないこ
とに気づかせる。

・たしかめ算の仕方を掲
示しておく。

・フラッシュカードを使っ
て確認する。

･２１×４＋３＝８７

指導・援助の工夫

答えの確かめをする。

８５÷２７の筆算のしかたを考えましょう。
商の見当をつけてから計算する方法を考えよう。

・問題を把握する。
前時どのように見当をつ･振り返り
指導・援助の工夫

・四捨五入して、見当を
つけてから計算を始め
るとよいことを思い出さ
せる。
・２７は３０に近いことに
気づかせる。
・８５÷３０は２がたつの
で、２７×２＝５４、８５－
５４＝３１だが、あまりが
多きすぎることに気づか
せる。

・前時の学習を振り返
る。
・問題を把握する。
・２７をいくつと見て見当
をつけるか話し合う。
・２７を３０と見て商を立
てて８５÷２７の計算を
行う。８５÷２７＝２あま
り３１
・あまりが多きすぎると
きはどうするとよいか考
える。
･商を修正し、３を立てて
計算する。８５÷２７＝３
あまり４
・りんご問題をやる。
･鉛筆問題５をやる
・自己評価をする。

８５÷２７＝２あまり３１
・あまりが多きすぎるときは

すぎることに気づかせる。
ヒントカードには、２つの筆

練習問題を解決することを通して、２けたで割る計算で学習した内容をより確かなものにすることができる。

挑戦する。
・まとめをする。

･時間がない時には、割る数

・前時の学習を振り返
る。
・問題を把握する。
・２７をいくつと見て見当
をつけるか話し合う。
・２７を３０と見て商を立
てて８５÷２７の計算を
行う。８５÷２７＝２あま
り３１
・あまりが多きすぎると
きはどうするとよいか考
える。
･商を修正し、３を立てて
計算する。８５÷２７＝３
あまり４
・りんご問題をやる。
･鉛筆問題５をやる
・自己評価をする。

・四捨五入して、見当を
つけてから計算を始め
るとよいことを思い出さ
せる。
・２７は３０に近いことに
気づかせる。
・８５÷３０は２がたつの
で、２７×２＝５４、８５－
５４＝３１だが、あまりが
多きすぎることに気づか
せる。

2位数÷2位数の除法の計算について、仮商が過小商になる場合、仮商を修正して商を見つける筆算ができる。

主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫



ねらい

評価規準

問題

課題

8

するとよいか考える。
・５４０÷６２は、商がどの位

できれば鉛筆問題１を れるので、次の時間にも
行う。

･自己評価をする。
ねらい

評価規準

問題

課題

9

う。

にたつことに気づく。 ２０とみて考える。

考える。 かせるために、割られる数の
1の位、十の位をかくせるよ
うにしておく。

しておき、全体交流の説明
で使わせる。

･鉛筆問題２を行う。

ねらい 除法に関して成り立つ性質を理解し、工夫して計算することができる。
評価規準

問題

課題

10

ねらい

評価規準

問題
課題

11

･わる数、わられる数の
両方にゼロがついてい
ることに注目させる。

・わる数、わられる数の
ゼロをとって計算しても
答えが一緒になること
に気がつかせる。

･個別指導をする。

･問題を把握する。
・10を元にして、600÷
200を60÷20にして計算
する。
・100を元にして、600÷
200を6÷2にして計算す
る。

･全体交流をする。
･まとめる。
・200÷25ではどのよう
な工夫ができるか考え
る。

･鉛筆問題１を行う。
・自己評価をする。

･わる数、わられる数の
両方にゼロがついてい
ることに注目させる。

・わる数、わられる数の
ゼロをとって計算しても
答えが一緒になること
に気がつかせる。

･個別指導をする。

･問題を把握する。
･前時と本時の違いを話
し合う。

・100を元にして、5800
÷500を58÷5にして計
算する。
・余りを3にするのか、
300にするのか考える。
・確かめ算をする。

･全体交流をする。
･まとめる。
･鉛筆問題２、３を行う。

･わる数、わられる数の
両方にゼロがついてい
ることに注目させる。

･個別指導をする。

･問題を把握する。
･前時と本時の違いを話
し合う。

・100を元にして、5800
÷500を58÷5にして計
算する。
・余りを3にするのか、
300にするのか考える。
・確かめ算をする。

･全体交流をする。
･まとめる。
･鉛筆問題２を行う。

･わる数、わられる数の
両方にゼロがついてい
ることに注目させる。

･個別指導をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫

･問題を把握する。
・10を元にして、600÷
200を60÷20にして計算
する。
・100を元にして、600÷
200を6÷2にして計算す
る。

･全体交流をする。
･まとめる。
・200÷25ではどのよう
な工夫ができるか考え
る。

･鉛筆問題１を行う。
・自己評価をする。

･問題を把握する。
・割る数６２をいくつに見
当するとよいか考える。
・５４０÷６２は、商がど
の位に立ちそうか話し
合う。
･課題を確認する。
・割る数６２を６０とみて
商を見つける。
・５４０÷６０＝９　しか
し、わる数が６２なので、
商が９ではわることがで
きないことに気づく。商
を８に置き換える。540
÷６２＝８あまり４４答
え、８人に分けられて４
４まいあまる。
・りんご問題を行う。
・鉛筆問題１を行う。

3位数÷2位数で、商が１の位になる場合において、除数６２を６０とみて商の見当をつけ、筆算で正しく計算することができる。
3位数÷2位数で、商の見当づけを行い、商が1位数になることがわかり、仮商を修正して筆算で正しく計算することができる。
５４０枚の折り紙を１人に６２枚ずつ分けます。何人に分けられて、何枚あまるでしょう。

答え、８人に分けられて４４

・割る数６２を６０とみて商を
見つける。

･問題を把握する。
･前時と本時の違いを話
し合う。

・100を元にして、5800
÷500を58÷5にして計
算する。
・余りを3にするのか、
300にするのか考える。

･全体交流をする。
･まとめる。
・りんご問題で答えを確
かめる。

除法に関して成り立つ性質を活かした計算で、あまりの大きさを正しくとらえることができる。
手際のよい序法の計算のあまりの大きさがわかる。
5800÷500の計算を工夫してしましょう。
5800÷500の計算方法を工夫しよう。

数玉で考えさせる。
･わる数、わられる数の
両方にゼロがついてい
ることに注目させる。

･個別指導をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫主な学習活動 指導・援助の工夫

数玉で考えさせる。

･わる数、わられる数の両
方にゼロがついていること
に注目させる。

・わる数、わられる数のゼ
ロをとって計算しても答え
が一緒になることに気が
つかせる。

･個別指導をする。

６００÷２００の計算をす
る。
・１００を元にして６÷２＝３
つまり６００÷２００＝３

指導・援助の工夫

600÷200を工夫して計算しましよう。
600÷200の計算方法を工夫しよう。

主な学習活動主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫

・あまりがあることに気づく。
･まとめる。

・自己評価をする。

わり算の性質を使って、より簡潔に処理できる式に変形しようと考えることができる。

・ヒントカード１・・わる数
１８を２０とみて考える。
・十の位に商がくること
に気づかせるために、
割られる数の1の位、十
の位をかくせるようにし
ておく。
・ヒントカードの拡大版を
準備しておき、全体交流
の説明で使わせる。

･問題を把握する。
･前時と本時の違いを話
し合う。
・４３２÷１８の商は、十
の位にたつことに気づ
く。
・４３２÷１８の筆算の計
算を考える。
・１８を２０とみて商を２と
する。
・４３２÷１８＝２４
･全体交流をする。
りんご問題３４２÷２１を
行う。
・あまりがあることに気
づく。

・４３２÷１８＝２４
･全体交流をする。

･前時と本時の違いを話し合
･問題を把握する。
･前時と本時の違いを話
し合う。
・４３２÷１８の商は、十
の位にたつことに気づ
く。
・４３２÷１８の筆算の計
算を考える。
・１８を２０とみて商を２と
する。
・４３２÷１８＝２４
･全体交流をする。
りんご問題３４２÷２１を
行う。
・あまりがあることに気
づく。

・ヒントカードの拡大版を準備
りんご問題３４２÷２１を行う

・４３２÷１８の筆算の計算を

・１８を２０とみて商を２とする

十の位に商がくることに気づ

ヒントカード１・・わる数１８を

に立ちそうか話し合う。
･課題を確認する。

･商が１の位に立つことが理

づく。商を８に置き換える。

・４３２÷１８の商は、十の位

・５４０÷６２において、1
の位のゼロをかくしてお
いて、６２で割れるかど
うか確かめる。
･商が１の位に立つこと
を確認する。

答えの書き方を確認す
る。

･問題を把握する。
・割る数６２をいくつに見
当するとよいか考える。
・５４０÷６２は、商がど
の位に立ちそうか話し
合う。
･課題を確認する。
・割る数６２を６０とみて
商を見つける。
・５４０÷６０＝９　しか
し、わる数が６２なので、
商が９ではわることがで
きないことに気づく。商
を８に置き換える。540
÷６２＝８あまり４４答
え、８人に分けられて４
４まいあまる。
・りんご問題を行う。
・鉛筆問題１を行う。

･問題を把握する。

復習の時間を取り入れる。

５４０÷６２の計算で、商を１の位にたてて筆算で考えよう。

主な学習活動 指導･援助の工夫
･問題を把握する。

・５４０÷６２において、1の位
十の位をかくしておいて、６２
で割れるかどうか確かめる

・５４０÷６０＝９　しかし、わる
数が６２なので、商が９では掛け算の筆算のやり方を書

解できた全員に確認する。

掛け算の苦手な子のために

りんご問題３４１÷４７を行うかなり抵抗があると予想さ

いたカードを準備しておく。

答えの書き方を確認する。

　　まいあまる。

わることができないことに気

540÷６２＝８あまり４４

商が２けたになる場合の計算を筆算で考えよう。
主な学習活動 指導･援助の工夫

3位数÷2位数で商が2位数になる計算について、除法の意味に基づいたり、既習のい考えを活かしたりして筆算で商を見つけることができる
3位数÷2位数で商が2位数の除法の筆算が正しくできる。
４３２÷１８の計算の仕方を考えましょう。

・割る数６２をいくつに見当

主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫

主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫



ねらい

評価規準

問題
課題

12

ねらい

評価規準

問題
課題

13

ねらい

評価規準

問題
課題

14
･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

・□の中に数字を入れ
て計算をする。
・割り切れる数、余りの
あるもの（仮商を大きく
するもの）に分ける。
･計算ドリルに取り組
む。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

・□の中に数字を入れ
て計算をする。
・割り切れる数、余りの
あるもの（仮商を大きく
するもの）に分ける。
･計算ドリルに取り組
む。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

指導・援助の工夫 主な学習活動

具体的な場面で、計算練習をすることにより、２位数でわる除法について習熟する。
二位数で割る除法の計算に進んで取り組もうとする。
□本のえん筆を、12本ずつ箱に入れて一人一箱ずつ配ると、何人に配れるでしょう。
□の中にいろいろな数字を入れて、□÷12の計算をしよう。

練習問題を解決することを通して、２けたで割る計算で学習した内容をより確かなものにすることができる。
既習事項を使って問題を解決していくことができる。
Ｐ24の練習問題をやりましょう。

学習してきたことを使って答えを求めよう。

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

学習してきたことを使って答えを求めよう。
主な学習活動 指導・援助の工夫

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫

・□の中に数字を入れ
て計算をする。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

指導・援助の工夫

練習問題を解決することを通して、２けたで割る計算で学習した内容をより確かなものにすることができる。
既習事項を使って問題を解決していくことができる。
Ｐ25の練習問題をやりましょう。

主な学習活動

･練習問題に取り組む。
・答え合わせをする。
･計算ドリルに取り組
む。
･自己評価をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫

・これまでの学習の足跡
を掲示しておく。
･個別指導をする。

主な学習活動 指導・援助の工夫 主な学習活動 指導・援助の工夫


